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＜連絡事項＞

· 小坂先生の勉強会が１／１１、１８、２５、２／１の１５：３０～病院２階会議室であり。対象者は遅れないで参加する事。

· １／２５院内研修「感染の動向」、１／２９、３０法人研修「禁煙について」あり。ＷＩＺへの出欠入力行う事。

＜利用者様情報＞

· 伊藤　雄一様～本日よりデイケア利用開始となっている。

· 上久保　善郎様～１／９よりデイケア利用開始となる。

· 宮　陽子様～来所時表情の硬さ見られている。「今年は気を使わないようにした昨年は気疲れし　　

た」と話している。話し掛けには笑顔あり。
　　　　　　　青山荘との情報提供を密に行っていき、変化の見られた事は随時カルテへ情報記載し、
　　　　　　　主治医へ報告していく。

· 戸賀沢　潔様～正月外泊中に姉様から９０００円もらってジュース・タバコを購入し、残りは五戸　

町のパチンコ屋で全部使ったとの事。２日に松永様から５０００円、３日に山田様から４０００円借りてタバコ・食事などをし、残金でパチンコをしてきたと話し、小遣い帳に記入している。
パチンコ屋で知り合った名前・身元の知らない人に昨年から１１０００円貸しており、３日にパチンコダイエーで偶然会った際お金を返してほしい事話すが断られ、今はお金を持っていないが今月中には返すと言っていたと本人から話しがあったと青明舎より情報提供あり。

⇒ナイトケアへ来た際、正月どのように過ごしたのか本人ヘ尋ねて行く事とする。又、主治医より他者から借金を行う事についてどのように説明を受けたのか、振り返りを行っていく。

· 山田　健治様～本日午前来所し、うみねこ幸房を辞めてナイトケアのみ利用したいと話される。
　　　　　　　辞めたい理由が他メンバーと上手くいっていないこと、幸房スタッフともゆっくり　
　　　　　　　話す時間が持てていなかったことをあげている。ナイトケアのみの利用となると、
　　　　　　　日中の活動の場所が確保出来ない事を伝えるとデイナイトケアを利用したいと話
　　　　　　　される。自分の考えを幸房スタッフや家族へも相談してみるよう話している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　その後、幸房スタッフと話し幸房での仕事や働き等の役割を振り返ったとの事。

その結果、今まで通りうみねこ幸房、ナイトケアの利用を続けていく事で本人納得したとの事。

· 稲垣　ふき様～右瞼が赤くなっており、本人気にされ受診したいと何度も話してきている。脱脂綿
　　　　　　　を濡らして瞼を冷やす事で落ち着く事出来ている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　⇒訴えがあった時には触らないよう伝え、一人で外来受診へ行かないよう見ていくこととする。又、青風荘スタッフへ受診の可否について打診するよう説明する。

· 小野寺　ノリ様～本日午前のプログラム中、右腕が脱力している様子見られている。

レストランで食事を盛る際もトングでおかずを掴めずにいることあり。問いかけに対しても以前に増して反応、返答が遅く、動作も緩慢となってきている。その反面、目つきの鋭さが見られている。青風荘より夜間に私物いじり様の動きがあったとの情報あり、来所後ホール内ウロウロする事見られている。　　　　　　

⇒来所中は声掛けを行い、本人の様子について引き続き観察していく。通所時に病院前に行く等の不穏な行動も見られていた為、所在確認は確実に行っていき、青風荘への情報提供も行っていく事とする。

＜外来情報＞

· 中居　松男様～年末に数の子を食べて縁起がいいと話している。

· 長瀬　紘一郎様～正月に雑煮、あんこもちを少しずつ食べたと話している。

· 奥山　以依子様～八幡神社へ青山荘入所者と一緒に行って来たと話している。お金はあまり使って

いないとの事。１０日に外泊すると以前話していた事を主治医が尋ねると、「外泊するんですか？電話して聞いてみます」と話している。

· 鹿原　博夫様～にきびが増えてきたが、以前処方してもらった軟膏使用し様子を見るとの事。正月

は実家に帰らなかったと話している。

· 中居　美津子様～正月に嘔吐、下痢が会ったが今は落ち着いているとの事。

· 前野　義勝様～実家に帰って母様とあんこう鍋を食べてきたことを話している。

· 柳町　信之様～肛門がヒリヒリして水が出ている感じがするが、出血はないとの事。年越しそばを

食べたことを話している。終始ニヤツキがあったとの事。

＜事例検討＞

平　康子様

　　問題点・・・①生活習慣病のリスクが高いが健康管理への理解、危機感が薄い。

・生活習慣病について正しく理解する。

・運動習慣を身に付ける→来所前３０００歩ウォーキング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運動プログラム参加等、定期的な運動を習慣付ける

・間食を控える

・バランスの良い食事を摂る、摂取量を控える

・毎日の血圧測定実施　　　　　　　

②時に薬の持ち忘れ、飲み忘れがある。

・利用時持参した薬をスタッフへ預ける

・持ち忘れた場合は取りに戻って頂く

　　　　　　　　③洗濯、入浴が定期的に出来ておらず時に不潔傾向となる。

・入浴、更衣、洗濯頻度の確認

　　　　　　　　　　

　　入浴～１０月頃より衣類の汗臭がするようになり、定期的な入浴・更衣が出来ていない様子見られ始める。通所での入浴を勧めるが体調不良を理由に拒否。再三の促しで１１月末頃より水曜日の午後入浴するようになる。３回／週勧めるが拒否され、現在は日曜日にグループホームでシャワー、水曜日に通所での入浴と２回／週行えている。

　　　　　入浴に１時間と時間はかけているが、襟足付近洗髪出来ていない様子あり、髪を乾かす際に襟足付近に手が届いていない事が判明。他にも洗えていない部分があることも考えられる為、次回入浴前、洗髪・洗体の動きをしてもらい、必要であれば入浴介助行う事とする。

　　体重～１１月初旬６７kg。増える、減るの繰り返しで経過。

　　　　　来所前３０００歩ウォーキングを目標としているが、満たない時が多く見られている。青山荘入所時は帰りまでに７、８０００歩まで増えていたのが、グループホームへ引っ越してからは５０００歩前後と歩数が減ってきている。以前に比べ頭痛、頭重感の訴えは減っているが体重の話になると不調を訴え、表情冴えなくなっている。

　　食事～バランスよく食事を摂っているとのこと。だが、間食はしてしまうと本人話される。

　　生活～１１月まで入眠困難の訴え聞かれていたが、１２月にはいり聞かれなくなる。

　　血圧～１１月頃より安定している。

　　薬～薬の持ち忘れ度々みられている。忘れた場合にはすぐにもそるよう伝え、スタッフ預かりとしていく。

　　更衣～体臭は以前より減っているが、脱衣時体臭あり。下着は毎日換えているようだが上着は入浴日のみの更衣。現在水曜日以外の通所での入浴（更衣）を拒否。予備の着替えを持ってきてもらい、いつでも入浴（更衣）出来るような状態にし、入浴（更衣）回数を増やしていく方向で働きかけていくこととする。

高橋　百寿様

　　現状・・・一昨年のクリスマスよりデイケア登録となる。

　　　　　　　現在、通所出来ておらず生活状況を把握出来ない事や、生活習慣病悪化が顕著である事から１回／週の訪問看護の利用をすすめている。

　　　　　　　主治医より体調が良い時にデイケア利用するよう言われているが、現在全く通所出来ていない。

生活習慣病悪化による視力低下が見られており、八戸赤十字病院の眼科主治医より、視力低下している為デイケア通所を行わないように言われたとの事で、通所を出来ないと話されていた。（次回眼科受診は３月予定）

　　　　　　　外来では身体のしんどさはなくなったと話すが、通所出来るほどの調子ではないと話す。

　　

　　以前の通所出来ていた際、

・母様との間で折り合いが悪くなり、家に居たくないと話し来所。

・減薬になってから、体調改善傾向にあり来れるかもと話し来所。

　　となった経緯がある。このことから何かのきっかけがあれば来所出来るようになるのではないかと考えられる。現在スタッフが外来へ行き話しているが、場所を通所に変えて話せるよう働きかけていくこととし、本人ヘ提案してみる事とする。

